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東北女子大学　紀要
投稿規定
１．本紀要への投稿は、東北女子大学の教員およびこれに準ずる者に限る。なお共同執筆者に、学外の研究者を含むこ

とはさしつかえないが、学生は除くこと。
２．投稿原稿は和文または欧文とし、正副二部（副は必ずUSB メモリや CDなどの記録メディア）を提出すること。

提出に際しては、図・表・写真・本文・アブストラクトの内訳を別紙に明記し、別刷りの必要部数も記入すること。
なお手書き原稿は認めないこととする。

３．投稿原稿は、所定の執筆要項に従い、研究倫理規定に反しないものとする。
４．投稿原稿はすべて掲載するが、原則として一人一編とする。本文の長さ、図・表・写真の大きさなど編集上不都合

が生じる際、または印刷体裁が整わない場合には、変更を求めることもある。
５．投稿の締め切りは、毎年紀要編集委員会で決定する。
６．校正は二校までを投稿者が行う。初校段階での大幅な変更は原則的に認めない。また、二校以後における内容にわ

たる修正も認めない。
７．投稿原稿は、各編集委員会あてに提出する。

執筆要項
１．投稿原稿の長さは、表題を含めて刷り上がり 10 ページ以内にとどめること。表題部分は 500～700 字に相当、１ペー
ジには 1,798 字（縦書き）、1,760 字（横書き）がはいる。ただし、やむをえず所定のページを超える場合は投稿者
の実費負担とすることがある。

２．和文原稿は、A４判の用紙を使って１枚当り、縦書き１行31字29行、横書き１行22字40行で印字する。
３．欧文原稿は、A４判の用紙を使って、用紙の左右 2.5～3.0cm、上下 3.5～4.0cmの余白をとり、ダブルスペースで、

１行約 60 打字 40 行のタイプライト（用紙枚に約 300words 入ることになる）にする。
４．投稿原稿は、表題・図・表・写真を別葉とし（本文中に入れないこと。また本文中に余白をとって指定しないこと）、
図・表・写真の掲載箇所は、本文原稿の右端欄外に赤字で図・表・写真の番号をもって指定すること。

５．表題は、本文中には記載せず別葉とし、表題・著者名・所属の順とし、本文に表紙として付すこと。和文表題には、
欧文表題・著者名の英名を付すこと。掲載例を参照すること。

６．欧文アブストラクトを付す場合は、300 語程度以内、本文とは別葉とし、論文表題・著者名に欧文のものを併記する。
７．注は本文中にその位置をアラビア数字で（　）内に指示し、注記は各論文の形式に適した位置に置く。なお注の活

字は本文の活字よりもポイントを下げて組むこととする。
８．１）Keywords は５つ以内とする。
　　２）引用文献の記載は、それぞれの学会誌等に準ずるものとする。
　　３）他の出版物から、図・表等の資料を引用転載する場合は、その資料が著者自身のものであっても必ず出典を明
　　　　記すること。
９．図・表・写真については、必要最小限にとどめ、図・表は一枚の用紙に一つずつ書き、そのまま製版できる状態で

提出すること。表は、縦けいは原則として省き、横けいもできる限り省くこと。写真は、鮮明なものを用い、はぎ
とりやすい程度に台紙にはりつけて提出すること。図・表・写真の番号は（図１）（表２）（写真３）（Fig. 1）（Table 2）
（Photo 3）のようにする。表の説明は原稿の上部に、図の説明は別紙に図の番号順にまとめて書くこと。図表原稿
の大きさは、A４判を超えないことを原則とする。刷り上がりの大きさは、図表原稿余白に刷り上がりの横幅を
投稿者自身が指定することとし、幅は 7cm～14cmの間とする。また、最大幅は印刷ページ（14cm）を超えないこ
と。なお、編集または版組みの都合上、希望の縮尺にそわないこともある。また、やむをえず折り込みとなる場合
は、増加実費を投稿者の負担とすることがある。

10．字体は、各指示を文字で指定しなくても、次のように原稿に赤字で指定すれば、矢印で示した右の字体に印刷される。
　　a b c d e f → a b c d e f（イタリック）　　　　　　　　　　a b c d e f → A B C D E F（キャピタル）
　　a b c d e f → a b c d e f（ゴチック）　　　　　　　　　　 O2̂ → O2（下つき）
　　a b c d e f → A B C D E F（スモールキャピタル）　　　　　 山　田1）^→山　田1）（上つき）
　　a b c d e f → A B C D E F（キャピタル＋スモールキャピタル）
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